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術の違いが完全特化を生むという 2 財 2 要素の動学的貿易モデルにおける完全特化の可能性について考察を加えてい
る。すなわち，内生成長を含まない新古典派成長モデルでは，初期資産の違いを貿易パターンの決定要因として重要
視する静学モデルとは異なり，少しでも技術的な違いが存在するときに必ず完全特化が起こるという結論が導き出さ













































最後に第 5 章では，資本財・消費財それぞれが，学習効果 Oearning-by-doing) を持つ生産関数によって生産されて
いる小国を考え，特化パターンの決定について分析する。この学習効果モデルには労働投入のみによって資本の限界
生産性が決定されるという。拡張効果 (scale effect) がある。各部門の利潤最大化条件から，均衡における 2 財の相
対価格は，それぞれの資本の限界生産性の比として表される。したがって，相対価格は労働投入の絶対量に依存し，


























さらに第 5 章では，資本財と消費財のいずれもが学習効果(learning-by -doing) を持つ生産関数にしたがって生産さ
れている小国においては，通常の動学的貿易モデルとは異なり， I少しでも技術的な違いが存在するときに必ず完全特
化が起こる」というリカード的な結論が成立しないことが示されている。
このように，本論文はこれまでにあまり行われていなかった開放経済における内生成長と貿易ノfターンとの関係を
明らかにした独創性なものであり，成長政策に対する示唆にも富む。さらに，この論文は小国経済を前提としている
が， 2 国経済への発展性も予想される。したがって，本論文は博士(経済学)の学位を授与するのに十分な価値を有
するものと判断する。
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